
建設経済部  農林課  農業係  (1/3)

2桁 大分類 4桁 中分類 小分類
0101 01 農業振興地域整備計画定期変更

02 農業振興地域整備計画における個別案件の処理
03 農業振興地域整備促進協議会の運営
04 農地所有権移転、使用貸借権（農地法３条）
05 農用地利用権設定・解除
06 農地保有合理化事業の実施
07 農用地利用集積計画の管理

0102 01 米の生産調整（米の需給調整円滑化推進事業）
02 水田農業推進協議会
03 水稲採種圃事業

0103 01 畜産物に関する消費拡大
02 学校における地産地消
03 野菜の振興
04 農業生産技術向上支援・消費拡大事業の実施
05 農薬適正使用・環境保全農業の実施
06 菊川市食育連絡会

0104 01 中山間地域等直接支払制度の活用
0105 01 農作業安全・機械化研修の実施

02 災害・被害報告に対する対応
0201 01 担い手協議会の運営

02 農業経営基盤強化促進（認定農業者）
03 新規就農者支援の実施
04 農業資金融資の実施
05 農業振興会（認定農業者の会）
06 ファーミングプランの運営
07 農業者年金
08 農村交流
09 農業経営士・青年農業者・女性農業者

0301 01 農地転用に関する事務（4条・5条）
02 農地埋立届の事務
03 納税猶予
04 小笠地区農業委員協議会
05 農家台帳の整備
06 農地に関するシステムの管理

9901 01 国有農地の管理
02 農林統計
03 基本構想
04 中遠地域農業振興協議会
05 各種証明事務
06 油脂・肥料高騰に伴う事務処理

9902 01 議会・監査対応
02 予算作成
03 条例等改正
04 文書管理（ファイリング）
05 行政評価事務
06 課内庶務

業務概要
農業の振興を図るため、優良農地の確保や消費拡大を推進するとともに、
担い手の確保・育成に取り組む

目的（総合計画）
農地生産基盤の整備を行うとともに、次世代農業を進め、安心・安全な生産
を行い、消費者から信頼される産地づくりの実現

任務目的（係の目的）

農業振興を図るとともに、次世代農業を推進する

6桁

01 更なる農業の振興 0101 優良農地の確保

0102 米の安定化対策の実施

0103 消費拡大の推進

0104 中山間地域に対する支援

0105 農業者の安全確保

02 次世代農業の育成 0201 担い手の確保

03 適正な農業委員会の運営 0301 農業委員会の運営

9902 その他業務

99 その他業務 9901 国・県・市関係事務処理



業務棚卸表（個表）

作成日

部ｺｰﾄﾞ 40 部名

課ｺｰﾄﾞ 43 課名

シート 1/3 係名

管理指標 実績（H20） 目標 期限 困難度 職員配置

安全・安心で魅力
ある農作物が生産
されていると思う人
の割合

72.7%
71.2%

（初年度実績）
23年度 ―

認定農業者数
経営体

260
経営体

335
23年度 ☆☆☆

担い手への農用
地利用集積面積 ３７６ha 1,123ha 23年度 ☆☆☆

適正実施率 100％ 100％ 23年度 ☆☆☆

2桁 4桁 6桁

01 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 4,402

0101 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 2,826

010101
5年に１度見直
し、必要があれ
ば変更

１００% 100% 2４年度 ☆☆☆ 200

010102 申請件数 １００% 100% 21年度 ☆☆☆ 1,150

010103 開催数 １ １ ２１年度 ☆ 376

010104 申請件数 ３８ ５０ ２３年度 ☆☆ 200

010105 申請件数 380 ４００ 21年度 ☆ 700

010106 事業実施数 ０ １ ２３年度 ☆☆☆ 100

010107 集積面積 ６０ ８０ ２３年度 ☆☆ 100

0102 20 866

010201 参加人数 １,１８０人 １,３００人 ２３年度 ☆ 300

010202 適正処理 適正処理 適正処理 ２１年度 ☆ 400

010203 契約に対する合格率 ９２ ９０ ２１年度 ☆ 166

0103 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 410

010301 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 20

更なる農業の振興

消費拡大の推進

農地所有権移転、使用貸借権（農地法３条）

利用権設定３２６件、解除５４件

米の安定化対策の実施

農用地利用集積計画の管理

米の生産調整（米の需給調整円滑化推進事業）

水田農業推進協議会

農林課

農業係

備　考目標 期限 困難度
人工

【時間数】

正規5.6人
嘱託0.0人
臨時0.8人

認定農家数は、新規で増える要素より高齢化で
減っていく傾向がある

備　考目的・業務概要

目的
（総合計画）

農地生産基盤の整備を行うとともに、次世代農業を進め、
安心・安全な生産を行い、消費者から信頼される産地づく
りの実現

畜産物に関する消費拡大

農業振興地域整備計画定期変更

優良農地の確保

農用地利用権設定・解除

農地保有合理化事業の実施

農業振興地域整備計画における個別案件の処理

農業振興地域整備促進協議会の運営

総合計画

基本方針
（総合計画　P14～P17）

施策の柱

平成21年度
6.躍進する産業のまち【産業】

1.農業振興と次世代農業の育成　（総合計画　P74～P75）

平成21年12月25日

建設経済部

実績（H20）
業務コード

任務目的
（係の目的）

農業振興を図るとともに、次世代農業を推進する

業務概要

管理指標目的・業務内容

農業の振興を図るため、優良農地の確保や消費拡大を推
進するとともに、担い手の確保・育成に取り組む

農林課としては、件数が少ないほうが良い。
除外の申請がなければ、開催はなくなる。農林課としてはない
ほうが良い

水稲採種圃事業

水田協議会は、ＪＡが行っている。市が協力してい
る。



2桁 4桁 6桁
備　考目標 期限 困難度

人工
【時間数】

実績（H20）
業務コード

管理指標目的・業務内容

010302
学校給食の食材
採用件数 0 1 23年度 ☆☆ 100

010303 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 10

010304 利用件数 ４件 5件 23年度 ☆ 150

010305 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 50

010306 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 80

0104 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 200

010401 採択件数 1件 1件 21年度 ☆ 200 中山間の支援は２１年度で終了

0105 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 100

010501 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 50

010502 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 50

02 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 4,009

0201 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 4,009

020101 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 200

020102 利用件数 ３２件 ４０件 ２３年度 ☆☆☆ 1,676

020103 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 100

020104 利用件数 10件 ２０件 ２３年度 ☆☆ 600

020105 加入者数 361人 370人 ２３年度 ☆☆ 400

020106 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 350

020107 加入者数 ５７人 ６５人 ２３年度 ☆☆ 526

020108 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 50

020109 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 107

03 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 2,100

0301 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 2,100

030101 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 1,500

030102 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 100

030103 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 50

030104 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 50

030105 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 200

030106 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 200

農業委員会の運営

農地転用に関する事務（4条・5条）

農地埋立届の事務

農家台帳の整備

農地に関するシステムの管理

納税猶予

小笠地区農業委員協議会

農業経営基盤強化促進（認定農業者）

新規就農者支援の実施

農業者年金

農業資金融資の実施

農業振興会（認定農業者の会）

農業経営士・青年農業者・女性農業者

農村交流

適正な農業委員会の運営

ファーミングプランの運営

農作業安全・機械化研修の実施

災害・被害報告に対する対応

野菜の振興

農薬適正使用・環境保全農業の実施

次世代農業の育成

担い手の確保

担い手協議会の運営

農業生産技術向上支援・消費拡大事業の実施

中山間地域に対する支援

学校における地産地消

中山間地域等直接支払制度の活用

農業者の安全確保

菊川市食育連絡会

新規加入者が伸び悩み。加入者は必然的に減少
傾向である。

現在、ファーミングプランで試食会等により検討中

現在、ファーミングプランで試食会等により検討中

県の農業機械研修計画の中で実施している。農家の申
請者が申請することにより受講できる。

県の農業機械研修計画の中で実施している。農家の申
請者が申請することにより受講できる。

小笠地区は、認定農業者以外が参加。基本認定
農家。高齢化等により参加者は減少傾向がある。
菊川市が中心となり、農家の奥さんにより、運営。
現在学校給食の地産地消に取り組んでいる・



2桁 4桁 6桁
備　考目標 期限 困難度

人工
【時間数】

実績（H20）
業務コード

管理指標目的・業務内容

99 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 770

9901 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 310

990101 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 20

990102 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 20

990103 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 80

990104 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 50

990105 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 90

990106 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 50

9902 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 460

990201 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 100

990202 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 100

990203 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 100

990204 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 10

990205 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 50

990206 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 100

国・県・市関係事務処理

その他業務

行政評価事務

課内庶務

その他業務

議会・監査対応

予算作成

条例等改正

文書管理（ファイリング）

油脂・肥料高騰に伴う事務処理

基本構想

国有農地の管理

農林統計

中遠地域農業振興協議会

各種証明事務



平成21年度　総括表

所属 係　表番号 内　線

 H20実績  H21実績  H22実績  H23実績  H24実績 目標 期限

72.70%
71.2%

（初年度実
績）

23年度

経営体
260

経営体
335

23年度

600ha 1,123ha 23年度

業務
概要

100% 100％ 23年度

【目的（総合計画）管理指標の動向】

【現状】

【現状の課題】

【次年度改善措置】

農薬等のトレービリティや食の安全･安心についての市民の関心は上がっている。産地偽装等の問題もあり、地産地消･安全安心な農産物への要求は
上がっている。

茶価の低迷、農残物価格のデフレ化等による影響で年々農家の所得は低下傾向である。農家世帯の高齢化・農作物の価格の低迷等により、担い手
の減少傾向がある。それに伴い、耕作放棄等の問題が年々増加している。

認定農家数の減少がある。新規担い手も増えてはいるが、大幅な増とはなってはいない。新しい傾向として、法人による新規就農（サングレース等）に
より集積と農産物の生産は活発となっている。また、企業による農業生産法人の参入もあり,集積が進んでいる。ただし、個々の農家の元気がなくなって
いるため、耕作放棄地等は、今後増える傾向がある。農家が農業で生活が出来るような農業を検討する必要がある。また、複合経営や売れる農作物
の選定を今後行う必要性がある。

国の直接補助金を受けるためには、各市にある担い手協議会の知事承認が必要となるが、平成21年度に承認を取り、平成22年度よりの国補助金等
の対応が可能となっている。耕作放棄地対策についても、耕作放棄地対策委員の立ち上げも行い、平成２２年度からの対応可能となっている。　各地
域で、耕作放棄地に対応するグループが立ち上がりつつあり、これに対する支援を行う。個々の農家にアンケートを平成21年12月に実施を行い、今後
の農地利用集積等を進めると伴に、耕作放棄地の減少についての対応を進める。
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目　的 総合計画等指標

安全・安心で魅力ある農作物
が生産されていると思う人の
割合

農業の振興を図るため、優良農地の
確保や消費拡大を推進するととも
に、担い手の確保・育成に取り組む

適正実施率

農地生産基盤の整備を行うとともに、次世
代農業を進め、安心・安全な生産を行い、消
費者から信頼される産地づくりの実現

総合計画の位置付け

基本方針：6.躍進する産業のまち【産業】
施策の柱：1.農業振興と次世代農業の育成　（総合計画　P74～P75）

担い手への農用地利用集積
面積

任務
目的

農業振興を図るとともに、次世代農
業を推進する

認定農業者数



建設経済部  農林課  土地改良係  (1/1)

2桁 大分類 4桁 中分類 小分類
0101 01 市単独補助工事（市単独）

02 柿田農道の整備（県単補助）
03 県営農免農道（伊達方・公文名）に伴う県との調整

0102 01 老朽ため池整備（県単補助）
02 ため池等安全施設設置（県単補助）

0103 01 湛水防除事業（内田地区）の管理・運営
02 加茂井堰の管理
03 井之宮公園の管理
04 老朽ため池の管理

0104 01 経営体育成基盤整備事業（池村）に伴う県との調整
0105 01 地すべり地区（倉沢３地区）の巡視

02 崩土撤去工事
03 小規模災害復旧事業

0106 01 事業実施地区運営指導
0107 01 関東農政局西関東事務所が実施する田んぼの学校への参加

02 上倉沢棚田保全推進委員会の運営
03 棚田田植え・稲刈り開催支援

0108 01 大井川右岸土地改良区の運営
02 国営大井川用水事業の調整
03 新農業水利システムに伴う県及び地元調整
04 牧之原畑総土地改良区の運営管理
05 県営牧之原畑総事業に伴う県及び地元調整
06 南地区水利組合賦課金会計及び運営管理
07 東地区水利組合賦課金会計及び運営管理
08 土地改良事業・土地改良区・共同施行の償還金補助

0109 01 土地改良事業計画
02 各種調査への対応

9901 01 積算システム管理
02 議会・監査対応
03 予算作成
04 条例等改正
05 文書管理（ファイリング）
06 行政評価事務
07 課内庶務

0109 事業計画・各種調査

99 その他業務 9901 その他業務

0107 農地の継承・保全

0108 関係団体との調整

0105 農地災害の防止

0106 農地・水・環境保全向上対策の推進

6桁

01 効果的な生産基盤の確立 0101 農道の整備

目的（総合計画）
農地生産基盤の整備を行うとともに、次世代農業を進め、安心・安全な生産
を行い、消費者から信頼される産地づくりの実現

任務目的（係の目的）

農業用施設の整備を推進し、農業の振興を図る

業務概要
農道、用排水路及び農用地の区画整備により生産性の向上を図るととも
に、農用地の有効利用を促進する

0102 ため池の整備

0103 各種農業施設の維持管理

0104 農用地の整備



業務棚卸表（個表）

作成日

部ｺｰﾄﾞ 40 部名

課ｺｰﾄﾞ 43 課名

シート 1/1 係名

管理指標 実績（H20） 目標 期限 困難度 職員配置

安全・安心で魅力
ある農作物が生産
されていると思う人
の割合

72.7%
71.2%

（初年度実績）
23年度 ―

農道舗装面
積

8,219㎡
6,122㎡

（21年度計
画）

21年度 ☆☆

採択率 69%
64%

（21年度計
画）

21年度 ☆☆

2桁 4桁 6桁

01 農道舗装面積 8,219㎡ 6,122㎡ 21年度 ☆☆ 6,880

0101 採択率 69% 64% 21年度 ☆ 1,330

010101 交付件数 25件 21件 21年度 ☆ 900

010102 施行延長 310ｍ 310ｍ 21年度 ☆ 300

010103 整備率 0% 100% 26年度 ☆☆ 130

0102 適正実施率 100% 100% 21年度 ☆ 560

010201 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 60

010202 設置箇所数 18箇所 14箇所 21年度 ☆ 500

0103 適正実施率 100% 100% 21年度 ☆ 350

010301 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 100

010302 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 50

010303 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 100

010304 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 100

0104 整備面積（池村） 3.9ha 9.0ha 21年度 ☆☆ 860

010401 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 860

農用地の整備

経営体育成基盤整備事業（池村）に伴う県との調整

湛水防除事業（内田地区）の管理・運営

加茂井堰の管理

県営農免農道（伊達方・公文名）に伴う県との調整

ため池の整備

ため池等安全施設設置（県単補助）

備　考

平成21年12月25日

建設経済部

農林課

土地改良係

平成21年度基本方針
（総合計画　P14～P17）

施策の柱

効果的な生産基盤の確立

農道等の整備

農業用施設の整備を推進し、農業の振興を図る

目的・業務概要

6.躍進する産業のまち　【産業】　

1.農業振興と次世代農業の育成　（総合計画　P74・P75）

総合計画

目的・業務内容

業務概要
農道、用排水路及び農用地の区画整備により生産性の向
上を図るとともに、農用地の有効利用を促進する

任務目的
（係の目的）

目的
（総合計画）

農地生産基盤の整備を行うとともに、次世代農業を進め、
安心・安全な生産を行い、消費者から信頼される産地づく
りの実現

備　考
業務コード

管理指標 期限 困難度実績（H20） 目標

正規　4人
嘱託　0人
臨時　1人

人工
【時間数】

市単独補助工事（市単独）

井之宮公園の管理

老朽ため池の管理

柿田農道の整備（県単補助）

老朽ため池整備（県単補助）

各種農業施設の維持管理



0105 適正実施率 100% 100% 21年度 ☆ 270

010501 ﾊﾟﾄﾛｰﾙ実施率 100% 100% 21年度 ☆ 20

010502 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 200

010503 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 50

0106 適正実施率 100% 100% 21年度 ☆ 330

010601 地区数 4地区 9地区 21年度 ☆ 330

0107 適正実施率 100% 100% 21年度 ☆ 90

010701 参加人数 20人 20人 21年度 ☆ 20

010702 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 20

010703 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 50

0108 適正実施率 100% 100% 21年度 ☆ 2,690

010801 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 200

010802 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 700

010803 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 100

010804 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 90

010805 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 900

010806 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 400

010807 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 100

010808 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 200

0109 適正実施率 100% 100% 21年度 ☆ 400

010901 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 100

010902 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 300

99 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 1,669

9901 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 1,669

990101 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 50

990102 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 200

990103 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 270

990104 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 30

990105 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 200

990106 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 50

990107 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 869

計 8,549

条例等改正

文書管理（ファイリング）

行政評価事務

課内庶務

その他業務

積算システム管理

議会・監査対応

予算作成

事業計画・各種調査

土地改良事業計画

各種調査への対応

その他業務

県営牧之原畑総事業に伴う県及び地元調整

南地区水利組合賦課金会計及び運営管理

東地区水利組合賦課金会計及び運営管理

土地改良事業・土地改良区・共同施行の償還金補助

大井川右岸土地改良区の運営

国営大井川用水事業の調整

新農業水利システムに伴う県及び地元調整

牧之原畑総土地改良区の運営管理

上倉沢棚田保全推進委員会の運営

棚田田植え・稲刈り開催支援

関係団体との調整

事業実施地区運営指導

農地の継承・保全

関東農政局西関東事務所が実施する田んぼの学校への参加

地すべり地区（倉沢３地区）の巡視

崩土撤去工事

小規模災害復旧事業

農地・水・環境保全向上対策の推進

農地災害の防止



平成21年度　総括表

所属 係　表番号 内　線

 H20実績  H21実績  H22実績  H23実績  H24実績 目標 期限

72.7%
71.2%

（初年度実
績）

23年度

任務
目的

8,219㎡ 6,122㎡ 21年度

業務
概要

69% 64% 21年度

農業用施設の整備を推進し、農業の
振興を図る

総合計画の位置付け

基本方針：6躍進する産業のまち【産業】
施策の柱：農業振興と次世代農業の育成

農道舗装面積

今後については、国、県の農業政策の方針に沿う中で市内の農業基盤整備水準の検討が必要である。また、個々の地区ごとの問題点を分析し長期的
な対策の検討も必要である。

　　　建設経済部　　　農林課　　　土地改良係 1/1 1545

目　的 総合計画等指標

安全・安心で魅力ある農作物
が生産されていると思う人の
割合

農道、用排水路及び農用地の区画
整備により生産性の向上を図るとと
もに、農用地の有効利用を促進する

採択率

農地生産基盤の整備を行うとともに、次世
代農業を進め、安心・安全な生産を行い、消
費者から信頼される産地づくりの実現

【目的（総合計画）管理指標の動向】

【現状】

【現状の課題】

【次年度改善措置】

総合計画の管理指標である市民満足度（アンケート結果）については、初年度実績と比較するとやや増加している。

当初計画した主要事業について、牧之原畑総事業は最終年の平成22年度までに計画事業を完了する見通しであり、ほ場整備事業(池村地区)、新農業
水利システム保全整備事業(平田用水)及び国営大井川用水事業も順調に進められております。

耕作放棄地の解消及び担い手への農地の集積による経営規模拡大と省力化を進めるため農地の生産基盤整備等を今後進める必要がある。しかし、
土地権利者の農地に対する関心は非常に低く土地改良事業の実施に至らない。また、最近の政府動向も農業関係に非常に厳しい。このため今後の土
地改良事業の実施が大変難しい時期になったと思われる。



建設経済部  茶業振興室  茶業振興係  (1/1)

2桁 大分類 4桁 中分類 小分類
0101 01 機械化対応茶園整備に対する補助金の交付（改植の推進）

02 茶園管理の機械化に対する補助金の交付
03 新品種導入検討
04 茶工場等整備に関する事務（国庫補助事業）

0102 01 茶生産経営体育成推進協議会の運営
02 茶業関係団体に対する負担金の支払
03 茶工場個別ビジョンに対する支援

0103 01 残留農薬に関する補助金
02 認証制度の活用支援

0104 01 茶農業災害への予防、対応
02 茶農協生産実態調査の実施
03 荒茶品評会に対する補助金
04 茶園共進会の開催

0105 01 茶業審議会の開催

0201 01 PR活動（県内外・市内）の実施
02 首都圏でのＰＲ活動
03 茶娘の活動支援
04 ちゃこちゃん商標管理
05 ホームページ作成・管理
06 オリジナルグッズの作成
07 広告物の管理
08 茶業協会事務

0202 01 手もみ技術の継承
02 献上茶謹製事業の実施
03 国民文化祭への対応

9901 01 議会・監査対応
02 予算作成
03 条例等改正
04 文書管理（ファイリング）
05 行政評価事務
06 課内庶務

0202 文化継承・情報発信

0104 菊川茶産地の維持

0105 茶業振興策の検討

6桁

01 安定的な茶業の振興 0101 茶生産基盤の整備支援

目的（総合計画）
農地生産基盤の整備を行うとともに、次世代農業を進め、安心・安全な生産
を行い、消費者から信頼される産地づくりの実現

任務目的（係の目的）
菊川市の基幹産業である菊川茶の名声を高めるため、消費拡大事業に取
り組むとともに、茶業の安定と発展に努める

0102 茶生産経営体・生産団体の育成

安定的な茶業の振興を図るため、基盤整備に対する支援など行うとともに、
消費拡大を目指し、茶業協会活動への支援を図り、PRなど県内外へ情報を
発信する。

0103 安全安心の環境保全型茶業の推進
業務概要

02 茶消費の拡大 0201 菊川市茶業協会との連携・支援

99 その他業務 9901 その他業務



業務棚卸表（個表）

作成日

部ｺｰﾄﾞ 40 部名

課ｺｰﾄﾞ 44 課名

シート 1/1 係名

管理指標 実績（H20） 目標 期限 困難度 職員配置

安全・安心で魅力
ある農作物が生産
されていると思う人
の割合

72.7%
71.2%

（初年度実績）
23年度 ―

菊川茶がPRされ
ていると思う人
の割合

58.4%
62.6%

（初年度実績）
23年度 ☆☆☆

茶園管理経営
体発足数

１団体 ３団体 23年度 ☆☆☆

適正実施率 100% 100% 23年度 ☆

2桁 4桁 6桁

01 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 1,885

0101 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 890

010101 整備面積 適正処理 適正処理 21年度 ☆☆ 130

010102 摘採機導入台数 1台 4台 21年度 ☆☆ 130

010103 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 80

010104 改修工場数 6工場 6工場 21年度 ☆☆ 120

430

0102 茶園管理経営体発足数 １団体 ３団体 23年度 ☆☆☆ 600

010201 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 250

010202 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 200

010203 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 150

0103 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆☆ 55

010301 実施工場数 41工場 88工場 22年度 ☆☆☆ 40

010302 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 15

安心・安全の環境保全型茶業の推進

残留農薬に関する補助金

認証制度の活用支援

備　考管理指標 実績（H20） 目標 期限

目的
（総合計画）

農地生産基盤の整備を行うとともに、次世代農業を進め、
安心・安全な生産を行い、消費者から信頼される産地づく
りの実現

任務目的
（係の目的）

菊川市の基幹産業である菊川茶の名声を高めるため、消
費拡大事業に取り組むとともに、茶業の安定と発展に努
める

平成21年12月25日

建設経済部

茶業振興室

茶業振興係

平成21年度
6.躍進する産業のまち　【産業】　

1.農業振興と次世代農業の育成　（総合計画　P74・P75）
5.菊川茶のPR　（総合計画　P82・P83）

総合計画

基本方針
（総合計画　P14～P17）

施策の柱

目的・業務概要 備　考

茶園管理の機械化に対する補助金の交付

安定的な茶業の振興

安定的な茶業の振興を図るため、茶生産経営体育成の推
進。

業務コード

茶生産基盤の整備支援

機械化対応茶園整備に対する補助金の交付（改植の推進）

業務概要

目的・業務内容

正規3人
嘱託1人
臨時　人

茶工場個別ビジョンに対する支援

茶生産経営体・生産団体の育成

茶生産経営体育成推進協議会の運営

茶業関係団体に対する負担金の支払

新品種導入検討

茶工場等整備に関する事務（国庫補助事業）

困難度
人工

【時間数】



2桁 4桁 6桁
備　考管理指標 実績（H20） 目標 期限

業務コード
目的・業務内容 困難度

人工
【時間数】

0104 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 230

010401 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 40

010402 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 10

010403 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 30

010404 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 50

010405 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 100

0105 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 110

010501 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 110

02 ちゃこちゃん茶袋販売枚数 190,238枚 260,000枚 23年度 ☆☆ 3,520

0201 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 2,755

020101 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 1,300

020102 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 369

020103 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 40

020104 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 25

020105 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 110

020106 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 85

020107 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 826

0202 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 765

020201 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 125

020202 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 440

020203 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 200

99 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 315

9901 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 315

990101 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 85

990102 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 55

990103 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 25

990104 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 40

990105 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 55

990106 適正処理 適正処理 適正処理 21年度 ☆ 55

行政評価事務

課内庶務

議会・監査対応

予算作成

条例等改正

文書管理（ファイリング）

その他業務

その他業務

文化継承・情報発信

手もみ技術の継承

献上茶謹製事業の実施

国民文化祭への対応

オリジナルグッズの作成

広告物の管理

茶業協会事務

首都圏でのＰＲ活動

茶娘の活動支援

ちゃこちゃん商標管理

ホームページ作成・管理

茶消費の拡大

菊川市茶業協会との連携・支援

茶業振興策の検討

茶業審議会の開催

茶農協生産実態調査の実施

荒茶品評会に対する補助金

茶園共進会の開催

菊川茶産地の維持

茶農業災害対応（同報無線による周知）

茶共済事業の実施



平成21年度　総括表

所属 係　表番号 内　線

 H20実績  H21実績  H22実績  H23実績  H24実績 目標 期限

72.7%
71.2%

（初年度実
績）

23年度

58.4%
62.6%

（初年度実
績）

23年度

任務
目的

190,238枚 260,000枚 23年度

業務
概要

0団体 2団体 23年度

総合計画の位置付け

基本方針：6.躍進する産業のまち　【産業】
施策の柱：1.農業振興と次世代農業の育成　（総合計画　P74・P75）
　　　　　　　5.菊川茶のPR　（総合計画　P82・P83）

ちゃこちゃんオリジナル茶袋販売枚
数

農地生産基盤の整備を行うとともに、次世
代農業を進め、安心・安全な生産を行い、消
費者から信頼される産地づくりの実現

菊川茶がPRされていると思う人の割
合

生産工程管理体制を明文化するＴ－ＧＡＰ制度による安全安心の菊川茶生産を推進する。
菊川茶のＰＲ事業について、国民文化祭事業におけるイベントも参考にしながら検討する。

　　　建設経済部　茶業振興室　茶業振興係 1/1 1571

目　的 総合計画等指標

安全・安心で魅力ある農作物が生産され
ていると思う人の割合

安定的な茶業の振興を図るため、茶
生産経営体育成の推進。

茶園管理経営体発足数

菊川市の基幹産業である菊川茶の
名声を高めるため、消費拡大事業に
取り組むとともに、茶業の安定と発展

【目的（総合計画）管理指標の動向】

【現状】

【現状の課題】

【次年度改善措置】

ポジティブリスト制度施行や産地偽装などの問題から、食の安全の意識が高まるなかで、安全安心の農業生産は益々重要となってきている。

茶生産においては、トレサビティの活用に併せ、荒茶残留農薬分析を推進し安全安心を推進しており、今後、Ｔ－ＧＡＰ制度による生産工程管理体制の
強化を図る。
菊川茶のＰＲは富士山静岡空港内の呈茶コーナーの活用、国民文化祭開催により従来よりも広域なＰＲがされてきている。

例年続いた茶価低迷に加え本格的なデフレにより茶況の好転は望めない。茶園管理体制の共同化、法人化による茶業経営の体質強化を推進してい
く。併せて、安全安心への取組を継続できるように支援する。
菊川茶のＰＲをするなかで、茶業協会事務局だけの活動では限界がある。関係組織一体となった取組を検討する。




